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1 

自由の女神像はニューヨーク港にあります。そこを通り過ぎる人が必ず眼にする美しい光景です。毎年何百万人もの観光客がフェリーでこの島を訪れます。自由の女神像の上の方まで上ると、素晴らしい眺めを楽しむことができます。
2 

1871年にフランスのフレデリク・オーギュスト・バルトルディという若い彫刻家がアメリカを訪れました。彼はその時に、ニューヨーク港のベドロー島を見て、そこが自由の女神像を建てる場所として最もふさわしいと思いました。
3 

バルトルディは今までたくさんの像や記念碑を製作してきましたが、今回の作品は特別なものでした。それはアメリカとフランスの古くからの友好を記念した、フランスの人々からアメリカの人々への贈り物だったのです。
4 
バルトルディはパリに帰国してから、スケッチを描き、小さな模型を何体か作りました。

像は「自由」という名の女神であり、
新世界の自由の象徴であり、

アメリカに渡ってくる人々を歓迎するため、トーチ（かがり火）を手に持ち、

世界中に自由の光を当てるのです。

5 
バルトルディはその像をとても大きくて、とてもしっかりとしたものにしようと考えました。アメリカに来た人たちが、像の内部を上って、女神の王冠とトーチの所から港を遠くまで見渡せるようにしたいと思いました。

たくさんの有名な芸術家、エンジニア、工芸家が、像をどのように建てたらいいか一緒になって考えてくれました。
最初に、巨大な骨組みが、強度の高い鋼鉄で組み立てられました。
6 

広い作業場で大勢の人たちが仕事にとりかかりました。女神の頭部や王冠を製作する人もいれば、トーチをかかげる右手を製作する人もいました。

7 
左手には、「1776年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%884%E6%97%A5" \o "7月4日" 7月4日」を刻印した銘板を持つことになっていました。それは、アメリカ独立宣言の日なのです。
8 
トーチをかかげている腕は、１８７６年のアメリカ生誕１００周年記念としてフィラデルフィアに輸送され、その後、何年も、ニューヨークのマジソン広場に建っていました。
女神像の頭部は、その頃、パリ万国博に展示されました。訪れた人たちは内部に昇って、あたりを見渡すことができました。こうして、自由の女神像の建設資金が集められました。
9 
それから、骨組みの表面にはほのかに光る銅の膜がはられ、鉄のストラップで固定されました。

巨大な像が完成していくのを、パリ中がうっとりして見守っていました。
10 

1884年ついに、自由の女神像が完成しました。パリでは大規模な祝賀式典が行われ、大勢の有名な人たちが見物に来ました。その中で、階段を上って頂上の王冠まで行くことができた人はほんの少しでした―階段が168段もあるのです！
11 

その後、大西洋を横断する長い旅のために、女神像をパーツに解体する大仕事が始まりました。パーツには、一つ一つに印がつけられ木箱に入れられました。木箱は全部で214箱になりました。それらは港まで汽車で運ばれ、アメリカ行きの船に積まれました。
12 
ところが、その頃には、アメリカ国民は自由の女神像のことに関心がなくなっていました。建設資金も底をつき、ベッドロー島での作業は中止となりました。像の台座も未完成のままでした。ニューヨークの新聞に大きく取り上げてもらったおかげで、寄付を集めることができました。子どもたちも含めて国中の人たちができる限りの寄付をしてくれました。自由の女神像を乗せた船がニューヨークに到着する1885年頃には、国民は新たな興奮に包まれて歓迎しました。

13 

島での作業は進められ、すぐに台座は完成しました。一つ一つ、女神像の骨組みは作り上げられました。そして、銅の膜がボルトで固定されていきまました。大きなパズル合わせのように、女神像は元通りに組み立てられていきました。自由の女神像は、一度ならず、二度建立されたのです。

14 

ついに1886年、自由の女神はバルトルディがふさわしいと思った場所に立っていました。素晴らしい祝賀式典が開かれました。たくさんのボートや汽船が港にあふれました。歓迎の演説や歌が流れました。バルトルディ自ら女神像の顔のベールをはずすと、みんなの前に素晴らしい像が輝いて立っていました。集まった人々から大歓声が響き渡りました。それからグローバー・クリーブランド大統領も演説をしました。

15 

何年間にもわたって、各国からの移民たちはアメリカに渡り、新しい生活を始めています。彼らにとっては、自由の女神は彼らの希望と夢そのものです。現在でも、はるばる船でニューヨークに到着する何百万人の人々を迎えてくれているのです。
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